
第１部　講演  【13：05～14：05】

名刺交換会（又は休憩） 【14：05～14：20】

第2部　パネルディスカッション 【14：20～15：20】

名刺交換会（又は休憩） 【15：20～15：35】

第3部　事業告知 【15：35～16：05】

　「大分市  ごみ処理施設の跡地利用について 」 【15：35～15：50】

　「別府市  旧山の手中学校跡地の活用について」 【15：50～16：05】

第4部　官民対話 【16：05～17：00】

TEL： 097-506-2975 FAX: 097-506-1830 MAIL: a11150＠pref.oita.lg.jp

TEL： 097-533-8111 FAX: 097-533-6888 MAIL: junya_honda@dkk-oita.co.jp
株式会社大銀経済経営研究所　（担当：河野、本多）　※県から運営を委託しています

株式会社 九電工
株式会社 別大興産
株式会社 和田組

県内でPPP/PFI事業参画の実績がある民間事業者の皆様
にお話を伺います！

　「地域企業からみたPPP/PFI事業参画のメリットとハードル」

現地定員 １００名（先着順）

講師：
株式会社日本経済研究所
公共デザイン本部　PPP推進部　研究主幹　 萩原　利香　様

参加対象 　民間事業者、金融機関、県内自治体職員 等

コンパルホール３階 多目的ホール（大分市府内町１-５ ３８）

参加
無料

　大分県では、県内のPPP/PFI事業を推進するため、民間事業者・金融機関・県内自治体等が一堂に会する
「PPP/PFI事業に対する意識の醸成や基礎知識の習得、具体の案件形成に向けた官民対話を展開する場」として、令
和元年度からおおいたPPP/PFI地域プラットフォームを開催しています。
　令和5年度の第2回目は、”地域企業のPPP/PFI事業参画”をテーマにセミナーを開催します。地域企業の参画につ
いての先行事例等を踏まえた講演に加え、実際に大分県内でPPP/PFI事業参画実績のある民間事業者の皆様による
「パネルディスカッション」にてメリット等についてお話いただく予定です。また、県内自治体で実施（予定）の事業につい
て、告知及びクローズ型の官民対話を行います。皆様のご参加をお待ちしております。
　※公民連携に関する「よろず相談」は県内自治体に限り応募可能です。

開催日時 令和５年10月26日（木）１３：００～１７：００（受付開始１２：４５）

主催

大分県
令和５年度　第２回
おおいたPPP/PFI地域プラットフォーム

現地

Web

現地とWebの
ハイブリッド開催 WEB会議システム「Zoom」

開催形式・会場

　「大分市 P-PFIの導入による大分城址公園
　 利活用の検討について 」

https://kpppc.com/seminar/

参加を申込みいただいた方は、次回以降のおおいたPPP/PFI地域プラットフォームもご案内させていただきます。なお、ご
提供いただく個人情報などは本プラットフォームにおける情報共有の範囲内で使用し、ご本人の承諾がない限り、その利用
目的以外に使用することはありません。

＜お問合せ先＞「おおいたPPP/PFI地域プラットフォーム」事務局

　大分県　総務部　県有財産経営室　公共施設総合管理班　（担当：瀬口、佐藤）

プログラム

よろず相談室
（16：05～17：00）

申込方法
（申込締切10/19）

九州PPPセンターホームページ 内の下記 URL よりお申込みください。

もしくは、参加申込書によりメール又はFaxでも受け付けます

　「地域企業のPPP/PFI事業への参画促進に向けて」

パネリスト：

クローズ型

九州PPPセンターHP

https://kpppc.com/seminar/


・株式会社九電工 営業本部 事業開発部副部長 野中　正綱　様
・株式会社別大興産 総務部長 古荘　瑞基　様
・株式会社和田組 専務取締役 後藤　浩治　様

大分市 別府市

大分市

よろず相談室
県内自治体を対象に公民連携に関する困りごとについて、個別に相談をお受けします。

※事前登録制になりますので、ご参加希望の方は、本チラシ添付の申込書にご記入の上、下記までお送りください。
　【送付先】株式会社大銀経済経営研究所　本多（MAIL： junya_honda@dkk-oita.co.jp)

＜講演内容＞
PPP/PFI事業を取り巻く状況の変化と現状、その中での地域企業の参画状況について
解説します。そして、地域企業の更なる参画促進に向け、地域企業の強みや参画のメ
リット、参画に向けての具体的な方法、課題と対応策など、事例を交えながら紹介しま
す。

※第４部官民対話は、お申込みいただいた会社・団体ごとに個別で実施します。
　 参加ご希望の方は九州PPPセンターHPから参加登録の際に、「第4部 官民対話」の欄で”参加する”をご選択ください。
 　申込み後、予定時間を個別にお知らせするとともに、事前に資料をお送りします。

第４部　官民対話（クローズ型（団体ごと個別にサウンディング）で実施）

　「Park-PFIの導入による大分城址公園利活用の検討について」

第１部　講演内容・講師

地域企業のPPP/PFI事業への参画促進に向けて

　株式会社日本経済研究所
　公共デザイン本部　PPP推進部　研究主幹　 萩原　利香　様

第２部　パネルディスカッション　内容

民間事業者側からみた参画メリットや参画の判断材料、参画のハードルや受注後のリスク、自治体に改善を
求めたいことなどお話頂きながら、参加者様とのパネルディスカッションを行います。

パネリスト

　地域の企業からみたPPP/PFI事業参画のメリットとハードル

「ごみ処理施設の跡地利用について」 「旧山の手中学校跡地の活用について」

大分城址公園は天守台石垣が残り城壁と堀に囲まれた歴史的資源です。「歴史を伝える市民憩いの公園」
をコンセプトにPark-PFI導入に対するご意見や府内城の歴史を伝える案内機能などのアイデア等をお伺いし
ます。

第３部　事業告知

令和９年度中に操業終了予定の福宗環境セン
ター及び佐野清掃センターの跡地利用について官
民対話実施の告知を行います。

まちの活性化に寄与するため、旧中学校跡地の有効
活用法について提案していただくことを目的としてサウ
ンディング調査を実施します。


